








「美」を軸に、ユニークな発想で。

私たちのミッションは「BEAUTY INNOVATIONS FOR A BETTER WORLD」

美を通じて世界をより良くすることです。美(Beauty)を軸としながら、

環境（Environment）、社会（Social）、文化（Culture）の３つの分野で力を尽くします。

資生堂のサステナビリティとは

サステナビリティ｜コミットメント

社会価値の創造を通じ、サステナブルな

より良い社会を実現します。

サステナビリティ
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Protect Beauty

サステナブルで美しい地球・環境と、そこで暮らす人々の美を守る。

環境

1. 地球環境の負荷を軽減します。

私たちは、原料調達を含めたものづくりの観点から、地球の恵みである資源の持続的

な利用や環境負荷軽減を推進することで、グローバルにおける企業市民としての責務

を全うし、社会に貢献します。特に気候変動の要因となるCO2の排出削減への取り組

みやエシカルな資源調達（パーム油、認証紙）をグローバルで強化しています。

また健全な水資源の利用や廃棄物の削減といった環境負荷の低減にも取り組んでいま

す。

地球環境の負荷軽減

紫外線からの皮膚の防御と光老化などへの対応

2. 紫外線から肌を守り、光老化などの肌ダメージをケアします。

気候変動など、地球環境の影響を受け、人口が密集し経済活動の盛んな中緯度地域で

は、今後100年間で過剰な紫外線曝露の増加が予想されています。

長年の皮膚科学研究の成果を基に、紫外線をはじめとする環境と肌との関係性につい

て新たな視点で研究を進め、健やかな肌を守る革新的な商品（ＵＶケアや美白・抗老

化）やサービスを開発し、提供しています。
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環境対応パッケージ

3. 環境対応パッケージを推進します。

私たちは、1926年に初めて詰め替え商品を発売して以来、万物資生の理念に基づき、

さまざまな環境配慮パッケージの開発に取り組んできました（バイオマス容器、リサ

イクルペット、低温度燃焼素材など）。

また、持続可能なパッケージの推進を目指すSPICEに、2018年日本企業として初めて

参加しました。海洋ゴミ問題の解決に向けて、そして限りある資源の有効活用に向け

て、リデュース、リユース、リサイクル、生分解可能な化粧品パッケージの展開を、

積極的に進めています。

Empower Beauty

一人ひとりが美しい存在であることをたたえ、勇気づける。

ダイバーシティ&インクルージョン
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UN Womenとの連携・ジェンダー平等の推進

1. 性別を問わず、すべての人が活躍できる社会のために動きます。

資生堂では2017年に日本国内での女性管理職比率が30％、2019年取締役会での女性

役員比率は45％となりました。2020年には日本国内の女性管理職比率40％を目指し

ています。

一方グローバル・ジェンダー・ギャップ指数は、日本は世界で110位という現実があ

ります。これからは自社だけでなく、日本社会全体のギャップの解消が私たちの使命

です。さらに世界にも目を向け、女性教育支援にも力を入れます。ジェンダーが障壁

とならず、その人が自分らしく、力を最大限に発揮できる社会が私たちの理想です。

人権尊重と責任ある調達

３. 人権を遵守してこその経済活動が、社会との共生です。

国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」に基づいて、私たちは「資生堂グループ

の人権方針」を定めています。私たちの事業活動のすべては、人権尊重を前提に成り

立っているべきと強く認識し、全社で人権啓発活動に取り組んでいます。また、国際

的な人権の専門家や原料産地で働く方々などを含むステークホルダーと課題の共有と

解決に努めています。

資生堂ライフクオリティービューティーセミナー

資生堂 ライフクオリティー メーキャップ

2. 「化粧のちから」が、生きるためのちからにもなるのです。

私たちは化粧の可能性をずっと目の当たりにし、信じてきました。始まりは1956年。

戦禍によるやけどあとで苦しむ方へ「資生堂 スポッツカバー」というメイクアップア

イテムを発売しました。現在、あざや傷あとなど肌の深い悩みに応える「ライフクオ

リティー メーキャップ」として進化し、がん治療の副作用による外見上の変化の悩み

を抱えている方にもお伝えし、海外へも展開しています。

また1949年、高校生を対象に開始した「整容講座」は、時代の変遷とともに社会人や

ご高齢の方、障がいのある方など参加者や目的に応じて取り組む「ライフクオリティ

ービューティーセミナー」として発展しています。
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1. 受け継いできた文化を、未来の美をつくるための資産に。

私たちが150年近くにわたり、つちかってきた美や知は、これからも社員全員が受け

継ぐべき大切な資産と考えています。世界中どこからでもアクセスできるアーカイブ

や学びの場を整えることを強化します。

またその知見を、社会により広く伝える活動にも取り組みます。

Inspire Beauty

日本発の美意識で、世界を刺激する。

アート&ヘリテージ

2. Japanese Beautyをルーツにし、さらに新しい価値へと進化します。

私たちは日本で生まれた企業であり、日本の美しさに誇りを持っています。その独自

の美意識を世界中に伝えるのも大切な使命だと考えています。

資生堂ギャラリーや独自メディアである「花椿」(雑誌・WEB)からの情報発信、世界

各地での資生堂の企業展や、ときにインフルエンサーとのコラボレーションなど、常

に新たな美へのひらめきや気づきへとつながる提案を考えています。

花椿

ジャパニーズビューティーインスティチュート
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© 1995-2019 Shiseido Company, Limited All Rights Reserved.

私たちの最新の活動や成果を、もう少し
お話しさせてください。

外部からの評価・受賞など

編集方針・GRI内容索引

資生堂 ライフクオリティー
ビューティーセンター

キッズのためのキレイクラブ

資生堂のお客さま対応

サステナビリティデータ

過去のCSR・環境報告

資生堂ライフクオリティー
ビューティーセミナー

資生堂 リスナーズカフェ

資生堂社会福祉事業財団
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サステナビリティトップコミットメント

サステナビリティの鍵は社会価値

資生堂グループは、2015年に掲げた中長期戦略「VISION 2020」の売上目標を2017年に3年前倒しで達成し、さらに営業利
益目標を2018年に2年前倒しで達成いたしました。お客さま価値をあらゆる活動の出発点と捉えて、マーケティングとイノ
ベーション、これらを支える人材への投資を徹底したことで、業績は期待を上回って回復しました。当社では、これらの経験
を通じてシェアや売上高、営業利益といった経済価値が大きく改善したのは、提供する商品・サービスがお客さまの肌悩みを
解決するなど、確実に社会価値を生み出してきたからだと信じています。

2019年、資生堂は「BEAUTY INNOVATIONS FOR A BETTER WORLD（ビューティーイノベーションでよりよい世界を）」
を新たな企業使命としました。資生堂グループ全体で、より良い社会の実現にコミットします。

資生堂は、その生い立ちから社会価値の創造を使命としていました。その社名は、中国の古典、リーダーシップの教科書とも
称される「易経」の一節に由来しており、「大地の徳は、なんと素晴らしいものであろうか。すべてのものはここから生まれ
る。」という意味であり、宇宙の真理や神の摂理を形にする大地、地球環境、社会を愛で敬う心をうたっています。創業者の
福原有信は、文明開化の時代の1872年に23歳の若さで、西洋から流入する新たな価値（ビジネスモデル、商品・サービス）
を日本の近代社会に取り入れて市民生活を豊かにしようと獅子奮迅の活躍をしました。初代社長の福原信三は、1900年代美の
探求のために世界を旅する中で、西欧の先進的な価値を日本人の眼差しで捉えるところから化粧品事業を始めて、今日の礎を
築いたのです。好奇心旺盛で新しい物事に常にオープンに、あらゆるものから貪欲に学び、豊かな社会を創りたいという意志
の賜物でした。

今資生堂は、「世界で最も信頼されるビューティーカンパニーへ」を経営ポリシーとしています。創立147年を迎えた会社と
して、先人たちから受け継いだバトンをさらに100年先にも届けることを考えると、生み出す経済価値はこれまで以上に社会
価値に裏打ちされていなければなりません。このことは、当社にとって極めて重要であるステークホルダーを考えれば明らか
です。
生活者・消費者に加えて取引先などのビジネスパートナー、そして社員や、これからバトンタッチしていく若い世代が求める
会社とは、社会に有益な価値を生み出す組織であり、世の中を変える力のある企業です。企業の成長に大きな期待を寄せてく
ださる株主・投資家の皆さまが求めているのも、長期的視点でステークホルダーを大事にして、社会価値を創出する力のある
企業です。そして、私たちが依って立つところの社会・地球環境こそ、最も大事にすべきステークホルダーでもあります。

BEAUTY INNOVATIONS FOR A BETTER WORLD　より良い社会を創りたい
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そして今資生堂は、新たな企業使命と密接にリンクする、ビューティーカンパニーならではの社会価値創造の枠組みを考えま
した。自社のビジネスの特徴や強みに根差したものこそが、企業の基本動作として着実に身につくものと思うからです。

全ステークホルダーへのヒアリング、ディスカッションをもとに、社会へのインパクト、当社ビジネスへのインパクトの2軸
から課題を分類し、優先順位をつけ、最終的に18個のマテリアリティを選定しました。その上で、「ビューティー」を基軸に
環境(Environment)、社会(Social)、文化(Culture)の3つのジャンルで社会価値を再定義しました。

ビューティーカンパニーのSDGsとESG経営
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